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それまでのクオーツ式時計では水晶振動子の周波数温度特性やコンデンサとの
合わせ込みが必要であり量産上の課題であった。この課題をクリアするため、
水晶振動子の環境温度を直接測定し、その温度変化に合わせて周波数補正する
ため、測定用温度センサーを組み込んだ小型化、薄型化を追求したCMOS-ICを
開発することに成功し、1981（昭和56）年に、世界で初めて音叉型水晶振動子
の周波数温度特性を補正する方法によるIC内温度補正機能付のクオーツ腕時計
を発売した。本資料は、時計技術の発達において重要である。
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